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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈5月1日現在〉�
合�計�＝�152,019人�（＋181）�（　）内は前月比�
男�＝�75,288人�（＋105）�
女�＝�76,731人�（＋ 76）�
世�帯�＝�57,259世�帯�（＋197）�
【予算】�〈5月1日現在〉�
一 般 会 計＝344億3,000万円�
特別・企業会計＝390億1,916万2千円�

開業ま�で 日 101つく�ば� 
エク�ス�プ�レ�ス� 

掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします
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利 根 運 河 � 東深井�
西深井�

平方�

美原(2)

美原(3)

美原(4)

江戸川台東(4)
こうのす台�

江戸川台�
東(2) 江戸川台東(3)
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小屋�

小屋�

小屋�
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上新宿�

西初石(1)

西初石(2)

西初石(3)

西初石(4)

西初石(5)

西初石(6)

市野谷�

東初石(2)

東初石(3)

東初石(5)

東初石(6)

十太夫�

駒木�

美田�
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北�
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北�

北�
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谷�

谷�

谷�

桐ヶ谷�

桐ヶ谷�

桐ヶ谷�

桐ヶ谷�

桐ヶ谷�

桐ヶ谷�

上貝塚�

上貝塚�

上貝塚�

上貝塚�

上貝塚�

大畔�下花輪�

三輪野山�

加(5)
加(4)

加(6)

流山(1)

流山(2)

流山(3)

流山(4)

加(1)

野々下(1)

長崎(1)

加(2)

平和台(5)
平和台(1)

南流山(1)

南流山(2)

南流山�
(4)

南流山�
(3)南流山�

(6)

流山�
木�

南流山(8)

南流山(7)
南流山�
   (5)

東谷�

西平井�流山(9)

流山(6)

流山(7)

流山(8)

流山(5)

平和台(2)

平和台(3)
平和台(4)

向小金(4)

向小金(3)
向小金(2)

向小金(1)

松ヶ丘�
(2) 松ヶ丘�

(1)
西松ヶ丘�
　(1)

名都借�

松ヶ崎�

芝崎�

古間木�

松ヶ丘�
(3)

松ヶ丘�
(4)

野々下(2)

長崎(2)

野々下(4)

野々下(3)

野々下(5)

野々下(6)

松ヶ丘(5)

松ヶ丘�
(6)

加(3)

加�

後平井�

前平井�

中�

思井�

宮園(3)

宮園(2)

宮園(1)

鰭ヶ崎�

深井�
新田�

平方�
新田�

運河駅運河駅�運河駅�

江戸川台駅江戸川台駅�江戸川台駅�

初石駅初石駅�初石駅�

流山おおたかの森駅流山おおたかの森駅�流山おおたかの森駅�

豊四季駅豊四季駅�豊四季駅�

流山セントラルパーク駅流山セントラルパーク駅�流山セントラルパーク駅�

南柏駅南柏駅�南柏駅�
鰭ケ崎駅鰭ケ崎駅�

平和台駅平和台駅�平和台駅�

流山駅流山駅�流山駅�

南流山駅南流山駅�南流山駅�
鰭ケ崎駅�

�江戸川台駅～東深井～こうのす台ルート�

�南柏駅～松ケ丘ルート�

11月から運行予定の今年度導入路線�
検討路線�
路線バス（再編案）�

�江戸川台駅～美原～富士見台ルート�

● ： 沿線の主な施設�

● ： 沿線の主な施設�

● ： 沿線の主な施設�

雪印ひらかた団地●�

NTT●�
（西口）�

●�
●�

美原１号公園�

いずみ江戸川台店�

江戸川台駅�

東
武
野
田
線
�

東
武
野
田
線
�

●�
江戸川台三角公園�

東深井福祉会館●�

江戸川台14号公園�

●江戸川台福祉会館�

（東口）�

江戸川台7号公園�

松ケ丘ふるさと公園●�

やまびこ公園●�
●松ケ丘郵便局�

（北口）�

国道
6号
�

JR
常磐
線�

こどもの�
遊び場�

ローソン�
南柏店�

●�
パット・ナガレヤマ�

東幼稚園●�

江戸川台小学校�

江戸川台郵便局�

東深井保育所●�
東深井小学校●� 江戸川台�

年金ホーム�
　　●�

●�

●�
●�

●�●�

●�

●�

●�

●�

老人福祉センター�
北部市民プール�
森の図書館�

運河駅�

利根運河�

●�
  愛宕神社�

流
山
街
道
�

●ひまわり幼稚園�

富士見台郵便局�
   ●�

流山北高●�

ハートケア●�
流山�

江戸川台駅�

南柏駅�

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

　

八
月
二
十
四
日
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
伴
い
、

市
内
の
交
通
体
系
が
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
こ
の
た
め
市
で
は
、新
た
な
公
共
交
通
体
系
に
つ
い
て
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
「
流
山
市
公
共
交
通
体
系
策
定

委
員
会
」
を
設
置
し
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
、「（
仮
称
）
流
山
市
タ
ウ
ン
バ
ス
」
の
路
線
ル
ー
ト
を
含

む
本
市
の
公
共
交
通
体
系
策
定
調
査
の
報
告
書
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　３月２２日に新たに開業した南流山駅からクリーンセンターを結ぶバス路線も、多
くの市民が利用しています。このほか、つくばエクスプレスの開業に合わせ新たな
民間バス路線も計画されています

新たな公共交通体系に新たな公共交通体系に

策定調査まとまる策定調査まとまる

タ
ウ
ン
バ
ス
は

月
か
ら
運
行

タ
ウ
ン
バ
ス
は　

月
か
ら
運
行

１１１１

い
公
共
交
通
網
の
整
備
に
向

け
て
、「
公
共
交
通
体
系
策
定

調
査
」
を
行
い
、
国
土
交
通

省
や
学
識
経
験
者
、
バ
ス
事

業
者
、
市
民
団
体
な
ど
に
よ

る
「
公
共
交
通
体
系
策
定
委

員
会
」
を
組
織
し
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
後
の
公

共
交
通
体
系
の
方
針
を
ま
と

め
ま
し
た
。

�
　

調
査
の
結
果
、
本
市
の
新

た
な
公
共
交
通
体
系
は
、
つ

く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
よ
り

飛
躍
的
に
充
実
す
る
鉄
道
網

を
骨
格
と
し
て
、
バ
ス
を
鉄

道
の
延
長
上
の
交
通
と
位
置

付
け
、
駅
と
駅
周
辺
の
市
街

地
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
「
公

共
交
通
で
移
動
で
き
る
流
山

市
」
を
つ
く
る
こ
と
を
方
針

と
し
ま
し
た
。
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公
共
交
通
体
系
の
方
針

公
共
交
通
体
系
の
方
針

�
　

こ
の
方
針
に
基
づ
き
、「（
仮

称
）
流
山
市
タ
ウ
ン
バ
ス
」

の
導
入
を
検
討
し
ま
し
た
。

導
入
地
区
は
、
駅
か
ら
徒
歩

圏
外
で
人
口
が
集
積
し
、
一

定
の
バ
ス
利
用
が
見
込
ま
れ

る
地
区
の
う
ち
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
に
合
わ

せ
て
再
編
さ
れ
る
路
線
バ
ス

網
（
別
図
参
照
）
で
は
対
応

で
き
な
い
地
区
を
対
象
と
し

ま
し
た
。

�
　

市
民
の
利
便
性
を
重
視
し
、

駅
と
周
辺
地
区
を
短
い
距
離

で
回
る
こ
と
を
方
針
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
、
運
行
間
隔
三

十
分
以
内
、
運
賃
二
百
円
以

内
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
ス
水
準
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タ
ウ
ン
バ
ス
の
導
入

タ
ウ
ン
バ
ス
の
導
入
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タ
ウ
ン
バ
ス
の
方
針

タ
ウ
ン
バ
ス
の
方
針

　

市
で
は
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
業
に
伴
う
新
し

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
の
形
態
は
、
バ
ス
事

業
者
が
運
行
し
、
事
業
収
支

に
赤
字
が
生
じ
た
場
合
に
は
、

市
が
一
定
の
負
担
を
行
う
こ

と
と
し
ま
す
。

�
　

調
査
の
結
果
、
六
路
線
を

検
討
路
線
と
し
て
設
定
し
ま

し
た
。

　

運
行
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
全
体
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
事
業
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
結
果
、
一
度
に
全
路
線

を
運
行
す
る
と
市
の
負
担
が

大
き
く
な
る
た
め
、
六
路
線

の
う
ち
今
年
度
導
入
路
線
と

し
て
、
①
江
戸
川
台
駅
〜
美

原
〜
富
士
見
台
ル
ー
ト
②
江

戸
川
台
駅
〜
東
深
井
〜
こ
う

の
す
台
ル
ー
ト
③
南
柏
駅
〜

松
ケ
丘
ル
ー
ト
の
三
路
線
で

試
行
運
行
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
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路
線
の
決
定（
別
図
参
照
）

路
線
の
決
定（
別
図
参
照
）

�
　

三
路
線
の
試
行
運
行
は
、

こ
と
し
十
一
月
を
予
定
し
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。な
お
、

三
路
線
の
利
用
動
向
を
見 

て
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
等
の
見

直
し
を
し
ま
す
。
利
用
状
況

が
良
い
場
合
は
、
運
行
頻
度

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
や
、
他

の
三
路
線
の
実
施
を
検
討
し

て
い
き
ま
す
。
一
方
で
、
利

用
状
況
が
低
い
場
合
に
は
、

廃
止
を
含
め
て
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

�
　

こ
れ
ま
で
市
が
運
行
し
て

き
た
「
公
共
施
設
間
循
環
バ

ス
」
に
つ
い
て
は
、
新
た
な

公
共
交
通
体
系
の
も
と
で
の

必
要
性
の
低
下
や
、
利
用
の

低
さ
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
公
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運
行
に
つ
い
て

運
行
に
つ
い
て
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公
共
施
設
間
循
環
バ
ス

公
共
施
設
間
循
環
バ
ス

の
廃
止

の
廃
止

�

　
駅
舎
見
学
会

　
　
　

日
に
南
流
山
駅
で

２１

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

イ

ベ

ン

ト

　

あ
し
た
十
六
日
で
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
業
ま
で

ち
ょ
う
ど
「
１
０
０
日
」
で 

す
。

　

市
で
は
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
五
月

二
十
一
日
に
南
流
山
駅
で
駅

舎
見
学
会
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
完
成
し
た
南
流

山
駅
構
内
の
見
学
の
ほ
か
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ス

ピ
ー
フ
ィ
」
と
の
写
真
撮
影

会
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
車
両
の
試

験
運
転
も
行
っ
て
い
ま
す
の 

で
、
安
全
確
保
や
混
雑
緩
和

の
た
め
に
、
入
場
制
限
を
行

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
５
月　

日
�（
雨

２１

天
決
行
）
▽
時
間
＝　

時
〜

１０

　

時
（
時
間
内
に
お
越
し
く

１５

だ
さ
い
）
▽
場
所
＝
南
流
山

駅
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※

駐
車
場
お
よ
び
駐
輪
場
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
自
動
車
、
自

転
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
お
、
施
設
内
で
の
飲

食
お
よ
び
喫
煙
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

平
性
な
ど
の
理
由
か
ら
、
タ

ウ
ン
バ
ス
の
導
入
と
合
わ
せ

て
廃
止
し
ま
す
。

�
　

今
回
ま
と
め
た
報
告
書
は
、

都
市
計
画
課
や
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ウ
ン
バ
ス
を
よ
り
良
い

も
の
と
す
る
た
め
、ご
意
見
を

ハ
ガ
キ
、手
紙
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、

k
o
u
tu
@
city
.

Ｅ
メ
ー
ル（ 
 
 
  
 
    
  

n
a
g
a
re
y
a
m
a
.c
h
ib
a
.
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タ
ウ
ン
バ
ス
に
つ
い
て

タ
ウ
ン
バ
ス
に
つ
い
て

ご
意
見
を

ご
意
見
を

jp   

）
な
ど
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
個
々
の
ご
意
見

へ
の
回
答
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
試
行
運
行
す
る
三

路
線
に
つ
い
て
は
、
各
地
区

ご
と
の
説
明
会
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
最
終
案
を
決

定
し
ま
す
。

　

□問
 

都
市
計
画
課
交
通
計

画
推
進
室
�
７
１
５
０
―

６
０
８
７
／
�
７
１
５
９

―
０
９
５
４

　

六
月
一
日
は
人
権
擁
護
委

員
の
日
で
す
。

　

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な

人
生
を
送
る
上
で
、
も
っ
と

も
大
切
な
権
利
で
す
。

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

の
日
に
合
わ
せ
、
次
の
と
お

り
人
権
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
６
月
１
日
�　
１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
市
役
所

１２

３
階
市
民
相
談
室
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１
５

０
―
６
０
６
３

６
月
１
日
に

人
権
相
談
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き
れ
い
な
ま
ち
を

き
れ
い
な
ま
ち
を
��

ご
近
所
と
一
緒
に
ご
み
を
拾
お
う

江戸川クリーン大作戦

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
は
、自
分
た
ち
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、

す
っ
か
り
定
着
し
た
「
ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
」。
ゴ
（
５
）
ミ
（
３
）

ゼ
ロ
（
０
）
と
い
う
語
呂
合
わ
せ
か
ら
始
ま
っ
た
日
で
、
こ

と
し
は
五
月
二
十
九
日
�
を
中
心
に
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
と
江

戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
な
わ
れ
ま
す
。
ご
近
所
と
一
緒

に
ご
み
を
拾
い
な
が
ら
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
図

れ
る
よ
う
な
一
日
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。
こ
れ
を
機
に
、

み
ん
な
で
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動

　

道
路
や
空
き
地
に
散
乱
し

た
ご
み
の
収
集
な
ど
を
自
治

会
単
位
で
行
い
ま
す
。
当
日

は
、
①
家
庭
ご
み
の
持
ち
出

し
を
し
な
い
②
分
別
方
法
は
、

市
が
配
布
す
る
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運

動
専
用
の
袋
を
使
用
し
、
別

表
の
と
お
り
分
別
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
有
害
・
危
険
ご
み

用
の
袋
は
配
布
し
ま
せ
ん
の

で
、
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん
は

レ
ジ
袋
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
な

ど
で
、
別
表
の
備
考
欄
の
よ

う
な
マ
ー
ク
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。ご
み
は
、自
治
会
ご

と
の
臨
時
集
積
場
に
集
め
て

く
だ
さ
い
。
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

江
戸
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦

　

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）が
、

五
月
二
十
九
日
に
市
内
四
会

場
で
い
っ
せ
い
に
展
開
さ
れ

ま
す
。

　

運
動
を
展
開
す
る
拠
点
は
、

運
河
水
辺
公
園
を
は
じ
め
利

根
運
河
江
戸
川
合
流
部
、
富

士
橋
周
辺
、
そ
し
て
江
戸
川

河
川
敷
野
球
場
の
四
会
場
で

す
。
ご
み
の
分
別
方
法
や
レ

ジ
袋
の
記
入
な
ど
は
ゴ
ミ
ゼ

ロ
運
動
と
同
じ
で
す
。
参
加

さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
午
前
九

時
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場

に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。
な

お
、
十
人
以
上
の
団
体
で
参

加
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前

に
環
境
保
全
課
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
雨
天
の
場

合
に
は
、
江
戸
川
ク
リ
ー
ン

大
作
戦
は
中
止
と
な
り
順
延

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
３

同
日
、
河
川
敷
で

防
災
訓
練
も

　

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

の
終
了
後
、
流
山
市
ボ
ー
イ

・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協

議
会
で
は
、
防
災
訓
練
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�　

２９

１１

時
〜　

時　

分（
雨
天
中
止
）

１４

３０

▽
場
所
＝
江
戸
川
河
川
敷（
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
）
▽

内
容
＝
午
前
は
備
蓄
非
常
食

を
試
食
、
午
後
は
三
角
巾
、

簡
易
担
架
の
使
い
方
な
ど

　

□問
 

同
協
議
会
・
樫
村
�
７

１
５
８
―
２
７
３
７

　

四
月
二
十
九
日
、
こ
が
わ
を

き
れ
い
に
す
る
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
＝
写
真
。

　

め
だ
か
の
会（
森
淑
浩
会
長
）

が
、
江
戸
川
に
平
行
し
て
流
れ

る
「
今
上
落
と
し
（
通
称
・
こ

が
わ
）」
を
、
し
じ
み
や
魚
の
と

れ
る
昔
な
が
ら
の
き
れ
い
な
川

に
戻
そ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
四
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
こ
が
わ
を
清
掃
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
、

地
元
の
自
治
会
や
消
防
分
団
、

流
山
カ
ヌ
ー
同
好
会
、
流
山
市

建
設
協
会
な
ど
が
共
催
し
て
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
タ
イ
ヤ

や
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
空

き
缶
な
ど
約
一
・
五
ト
ン
の
ご

み
を
回
収
し
ま
し
た
。

市
有
地
６
物
件
を
売
却

個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ
ん

　

市
で
は
、
別
表
物
件
の
土

地
を
一
般
競
争
入
札
で
売
却

し
ま
す
。

　

▽
入
札
参
加
者
＝
市
内
・

外
の
個
人
・
法
人
を
問
い
ま

せ
ん
（
あ
る
一
定
条
件
に
該

当
す
る
方
は
参
加
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
）
▽
入
札

案
内
書
配
布
期
間
／
場
所
＝

５
月　

日
〜
６
月　

日
（
土 

１６

１７

・
日
曜
を
除
く
）
／
管
財
課
、

各
市
民
課
出
張
所
▽
入
札
日

／
場
所
＝
６
月　

日
／
市
役

２９

所
※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
参
照

　

□問
 

管
財
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
９

公
立
幼
稚
園
の 

あ
り
方
に
答
申

市
立
幼
稚
園
協
議
会

　

四
月
五
日
、
流
山
市
立
幼

稚
園
協
議
会
（
武
下
直
道
会

長
）
か
ら
教
育
委
員
会
へ
、

今
後
の
公
立
幼
稚
園
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
答
申
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
立
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

社
会
構
造
の
変
化
や
幼
保
一

元
化
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た

市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
園

舎
の
老
朽
化
な
ど
を
背
景
に
、

そ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
廃
園
が
提
起
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
東
幼

稚
園
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

九
年
三
月
末
で
借
地
契
約
が

終
了
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

同
答
申
で
は
廃
園
と
す
る
方

針
な
ど
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
答
申
を
真

摯
に
受
け
止
め
対
応
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
な
お
、
答
申

内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

□問
 

学
校
教
育
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
４

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

固
定
資
産
税
の
評
価
額
算
定

　

こ
と
し
、
新
築
や
増
築
を

完
了
し
た
家
屋
を
中
心
に
家

屋
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資
産

税
の
基
礎
と
な
る
家
屋
（
住

宅
や
店
舗
、
工
場
、
物
置
、

車
庫
な
ど
）
の
評
価
額
を
算

定
す
る
た
め
、
家
屋
の
構
造

や
各
部
分
（
屋
根
、
基
礎
、

柱
、
内
外
壁
な
ど
）
の
使
用

材
料
や
仕
上
げ
状
況
な
ど
を

調
べ
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
新
築
住
宅
に
は
、

一
定
期
間
の
固
定
資
産
税
が

二
分
の
一
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

対
象
と
な
る
家
屋
は
、
居
住

部
分
（
併
用
住
宅
は
居
住
部

分
の
割
合
が
二
分
の
一
以
上
）

の
床
面
積
が
五
十
平
方
メ
ー

ト
ル
（
一
戸
建
て
以
外
の
貸

家
住
宅
は
、
四
十
平
方
メ
ー

ト
ル
）
以
上
二
百
八
十
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
で
、

住
居
と
し
て
用
い
ら
れ
る
部

分
の
床
面
積
が
百
二
十
平
方

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
も
の
は
、

そ
の
全
部
が
減
額
対
象
に
、

百
二
十
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
も
の
は
百
二
十
平
方
メ

ー
ト
ル
部
分
に
相
応
す
る
部

分
が
減
額
対
象
と
な
り
、
期

間
は
、
木
造
住
宅
で
新
築
後

三
年
間
、
非
木
造
で
三
階
建

て
以
上
の
住
宅
は
五
年
間
で 

す
。
ま
た
、
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
調
査
の
と
き

に
調
査
員
に
告
げ
る
か
、
家

屋
滅
失
届
を
資
産
税
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
４

地
方
税
制
が
改
正

配
偶
者
特
別
控
除
な
ど
変
更

　

地
方
税
制
の
改
正
に
よ
り
、

個
人
市
・
県
民
税
の
均
等
割

（
市
民
税
三
千
円
、
県
民
税

千
円
）
に
つ
い
て
、
生
計
同

一
の
妻
に
対
す
る
非
課
税
措

置
が
廃
止
さ
れ
、
所
得
金
額

が
一
定
金
額
（
別
表
「
均
等

割
非
課
税
の
範
囲
」
参
照
）

を
超
え
る
方
は
、
平
成
十
七

年
度
の
均
等
割
が
二
分
の
一

の
額
（
市
民
税
千
五
百
円
、

県
民
税
五
百
円
）
に
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
は
、
全
額

（
市
民
税
三
千
円
、
県
民
税

千
円
）
課
税
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
配
偶
者
特
別

控
除
の
う
ち
、
控
除
対
象
配

偶
者
（
合
計
所
得
金
額
が
三

十
八
万
円
以
下
の
配
偶
者
）

に
つ
い
て
、
配
偶
者
控
除
に

上
乗
せ
し
て
適
用
さ
れ
て
い

た
部
分
の
控
除
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

市
・
県
民
税
が
給
与
天
引

き
さ
れ
る
方
（
特
別
徴
収
）

は
、
会
社
等
に
平
成
十
七
年

度
市
・
県
民
税
特
別
徴
収
税

額
の
通
知
書
を
五
月
中
旬
に
、

自
営
業
者
等
個
人
で
納
税
さ

れ
る
方
（
普
通
徴
収
）
に
は
、

平
成
十
七
年
度
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
を
六
月
中
旬
に

発
送
し
ま
す
。
納
税
へ
の
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

□問
 

市
民
税
課
�
７
１
５
９

―
６
０
７
３

備　　　考ごみの種類ごみの区分
木の枝、紙くず、布類など燃 や す ご み①

袋に� と記入プラ容器包装プラスチックなどプラスチック類②
袋に○ペ と記入ペットボトル製品ペットボトル③
袋に○× と記入ガラス・革・ゴム製品など燃やさないごみ④

びん類、缶類、ダンボール等資 源 ご み⑤
袋にゴミゼロ　○キ と記入スプレー缶、ライター、刃物類等有害・危険ごみ⑥

排土排　 　 土⑦
※⑥有害・危険ごみの袋は配布しませんので、レジ袋を持参してください

最低売却価格面積（㎡）所在地（流山市）物件
番号

１８,４８６千円１５２.７７流山字東谷９４８番５およ
び同番８１

２７,５３４千円１９２.５４南流山８丁目２２番１２
２６,９５７千円１９２.５５南流山８丁目２２番２１３
２２,８２６千円１６５.４０西初石４丁目４６４番１９４
２２,１０７千円１６０.１９西初石４丁目４６４番２３５
３４,０６９千円３０９.７１西初石４丁目４６５番２６

均等割非課税の範囲

給与収入所　得
計　　算

３１５,０００円×（本人＋控除対象
配偶者＋扶養親族の数）＋
１９８,０００円（本人のみは除く）

本人および扶養
等の人数

９６５,０００円
以下３１５,０００円３１５,０００円本人のみ

均
等
割

１,４７８,０００円
以下８２８,０００円３１５,０００円×２　

＋１９８,０００円本人・扶養１人

１,８９１,９９９円
以下１,１４３,０００円３１５,０００円×３　

＋１９８,０００円本人・扶養２人

２,３４３,９９９円
以下１,４５８,０００円３１５,０００円×４　

＋１９８,０００円本人・扶養３人

行政区域制度審議会（傍聴可）▽日時＝６月１日�１３時３０分～▽場所＝市役所□問 総務課�７１５０－６０６７
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第１０９０号（　）　　　平成17年５月15日（日曜日）３

行財政改革審議会（傍聴可）▽日時＝５月２４日�１３時３０分～▽場所＝市役所□問 行政改革推進課�７１５０－６０７８

　

★
市
民
公
開
講
座
「
台
所

リ
ハ
ビ
リ
で
介
護
予
防
〜
が

ん
ば
ら
な
い
自
炊
生
活
で
、

元
気
な
老
後
を
送
ろ
う
〜
」

　

▽
日
時
＝
６
月
５
日
�　
１４

時
〜　

時
▽
場
所
＝
初
石
公

１６

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／
２
０
０
人
（
先
着
順
）
▽

講
師
＝
松
井
省
吾
さ
ん
（
食

生
活
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）
ほ

か
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
職

業
を
明
記
）
で
保
健
セ
ン
タ

ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１
／
　�
 

７
１

５
５
―
５
９
４
９

　

★
骨
こ
つ
ア
ッ
プ
教
室 

（
全
２
回
）

　

▽
日
時
／
内
容
＝
①
５
月

　

日
�
９
時　

分
〜　

時
／

２５

３０

１５

調
理
実
習
、
歯
科
の
話
②
６

月
１
日
�　

時
〜　

時　

分

１３

１５

３０

／
医
師
に
よ
る
講
義
、
骨
密

度
測
定
▽
場
所
＝
保
健
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内

在
住
で
２
回
と
も
参
加
で
き

る
方
／　

人（
先
着
順
）▽
講

３５

師
＝
松
崎
光
宏
さ
ん
（
流
山

市
医
師
会
）
▽
参
加
費
＝
４

５
０
円
程
度
（
調
理
実
習
材

料
費
）
▽
持
ち
物
＝
筆
記
用

具
（
①
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
ふ
き
ん
）
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１

　

★
普
通
救
命
実
技
講
習
会

　

▽
日
時
＝
６
月
５
日
�　
１３

時
〜　

時
▽
場
所
＝
中
央
消

１６

防
署
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民

／　

人
（
先
着
順
）
▽
内
容

３０
＝
救
命
の
知
識
と
技
術
の
習

得
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
中
央
消
防
署

　

★
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
整
備
地
域
新
市
街
地
地

区
内
の
都
市
計
画
道
路
の
変

更
の
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
５
月　

日
１７

�
〜　

日
�
（
土
・
日
曜
を

３１

除
く
）
▽
時
間
＝
８
時　

分
３０

〜　

時　

分
▽
場
所
＝
都
市

１７

２０

計
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　

★
流
山
都
市
計
画
生
産
緑

地
地
区
の
変
更
の
案
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
５
月　

日
２４

�
〜
６
月
７
日
�
（
土
・
日

曜
を
除
く
）
▽
時
間
＝
８
時

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

３０

１７

２０

都
市
計
画
課

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１
５

０
―
６
０
８
７

　

★
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

水
元
公
園
ま
で

　

▽
期
日
＝
５
月　

日
�（
雨

２２

天
中
止
）
▽
集
合
場
所
／
受

付
時
間
＝
平
和
台
駅
前
／
７

時　

分
〜
７
時　

分
▽
内
容

３０

５０

＝
平
和
台
駅
か
ら
江
戸
川
堤
、

�
飾
橋
を
通
り
水
元
公
園
ま

で
約　

�
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

１０

（
現
地
解
散
）
▽
参
加
費
＝

無
料
（
帰
り
の
交
通
費
は
自

己
負
担
）▽
持
ち
物
＝
水
筒
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
集
合
場

所
へ

　

□問
 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―
１
２
１
２

　

★
ア
ル
コ
ー
ル
相
談
（
無

料
）

　

▽
日
時
＝
①
６
月
２
日
②

９
月
１
日
③　

月
１
日
④
平

１２

成　

年
３
月
２
日
い
ず
れ
も

１８
木
曜　

時　

分
〜　

時
▽
場

１３

３０

１６

所
＝
市
役
所
▽
内
容
／
対
象

＝
専
門
医
に
よ
る
相
談
（
予

約
制
）
／
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

等
で
悩
む
本
人
ま
た
は
家
族

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
障
害

者
支
援
課
へ

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
１

　

★
「
み
ど
り
の
ま
ち
な
み

整
備
事
業
制
度
」
生
け
垣
設

置
補
助
金
の
終
了
に
つ
い
て

　

緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
流
山

の
実
現
と
災
害
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
市
で
は
、
生

け
垣
設
置
を
行
う
方
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す

が
、
本
年
度
の
事
業
は
、
す

で
に
十
三
件
の
お
申
し
込
み

を
い
た
だ
き
終
了
し
ま
し 

た
。
今
後
も
緑
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

□問
 

公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―
６
０
９
２

　

★
再
生
自
転
車
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
た
自
転
車
を
再

生
修
理
し
、
安
価
で
販
売
し

ま
す
。

　

▽
申
込
期
間
＝
５
月　

日
１５

�
〜　

日
�
９
時
〜　

時
▽

２９

１７

申
込
資
格
＝
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の
方
▽
申
し
込
み

＝
期
間
中
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
展
示
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
自

転
車
の
う
ち
、
希
望
の
も
の

を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、
直

接
窓
口
へ
※
１
世
帯
１
台
、

多
数
抽
選
、
結
果
は
当
選
者

の
み
通
知

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

「
わ
く
わ
く
体
験
楽
校
」

（
流
山
市
青
少
年
相
談
員
南

部
地
区
主
催
）

　

▽
期
日
／
内
容
＝
①
６
月

へ
　

□問
 

中
央
消
防
署
�
７
１
５

８
―
０
１
１
９

　

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

会
　

▽
期
日
＝
７
月
８
日
�
▽

時
間
／
対
象
＝
①
９
時　

分
２０

〜　

時　

分
／
給
油
取
扱
所

１２

５０

②　

時　

分
〜　

時　

分
／

１３

１０

１６

４０

そ
の
他
の
事
業
所
▽
場
所
＝

我
孫
子
市
民
会
館
▽
参
加
費

＝
４
７
０
０
円
（
県
収
入
証

紙
）
▽
申
し
込
み
＝
所
定
の

用
紙
（
消
防
本
部
予
防
課
・

各
消
防
署
で
配
布
）
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
５
月　

日
３０

か
ら
６
月
３
日
ま
で
に
予
防

課
へ

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

　

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�　

２０

１５

時
〜　

時
▽
場
所
＝
森
の
図

１６

書
館
▽
内
容
＝
「
な
か
よ
し

ぴ
ょ
ん
こ
ち
ゃ
ん
と
か
め
き 

ち
」
ほ
か
▽
出
演
＝
人
形
劇

ピ
ッ
コ
ロ
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ

　

□問
 

森
の
図
書
館
�
７
１
５

２
―
３
２
０
０

　

★
第　

回
流
山
市
小
学
校

５３

陸
上
競
技
大
会

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�
８

２５

時　

分
（
開
会
式
）
〜
▽
場

１５
所
＝
総
合
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

講
座
・
講
演

そ
の
他

　カヌー初心者講習会（流山カヌークラブ主催）＝６月
１２日�、７月１０日�９時３０分～１２時、流山北高校地先の江
戸川堤。参加費３,０００円※定員１５人□問 片岡�７１３８－
７１７０
　第２６回さわやか杯バレーボール大会（流山市バレーボ
ール部主催）＝７月３日�９時～１９時、市民総合体育館。
参加費１チーム３,０００円※市内在住家庭婦人のチームに限る。
申し込みは６月１０日まで□問 澤畑�７１５８－４８９２

　第５回アイフェスタinちば（視覚＆聴覚障害者のための福
祉機器展、生活・進路相談コーナー、美容相談コーナーなど）
（日本網膜色素変性症協会千葉県支部主催）＝５月２２日�１０
時～１６時、千葉市ハーモニープラザ。参加費無料□問 石垣�
０９０－７２８９－７８１４
　絵画作品展（四季の会主催）＝５月２３日�～３０日�９時～１６
時（２３日は１２時から、３０日は１２時まで）、流山郵便局。入場
料無料□問 鳥光�７１５２－３４０７
　流山市華道振興会北ブロック華展＝５月２８日�１２時～１７時、
２９日�１０時～１６時、北部公民館。入場料無料□問 斉藤�
７１５２－０９９６
　南流山さつき会花期展＝５月２８日�・２９日�９時～１７時、南
流山センター。入場料無料□問 大町�７１５９－２００６
　初夏の俳句大会（流山市俳句協会主催）＝５月２９日�１３時
～１７時、一茶双樹記念館。参加費１,０００円□問 増山�７１５２－
１８３７
　第２９回「春陽音楽会」（音楽サークルＨａｔｓｕ主催）＝５
月２９日�１１時４５分～１６時３０分、初石公民館。入場料無料□問 小
平�７１５２－３４６８
　憲法について考えてみませんかの集い（初石憲法を考える
会主催）＝５月２９日�１３時３０分～１６時、初石公民館。参加費
３００円（資料代）□問 草地�７１５４－４９０２
　きらら手工芸作品展（流山市文化協会手工芸部きらら会主
催）＝５月３１日�～６月５日�１０時～１６時３０分（３１日は１３時か
ら、５日は１６時まで）、杜のアトリエ黎明。入場料無料□問 大塚
�７１５８－０６１２
　第１８回�日本３Ｂ体操協会千葉県支部大会２００５（市・市教
委後援）＝６月８日�１０時３０分～１２時３０分、市民総合体育館。
参加費５００円□問 山口�７１５９－９２６６

イ ベ ン ト

★印のあるものは市主催のものです 

大
会
・
試
合

映
画
・
公
演

縦　
　

覧

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　献血にご協力を　
　▽日時／場所＝５月１８日�１０時～１６時

／江戸川台駅西口▽献血のできる方＝１６

歳～６９歳の健康な方（ただし、６５歳以上

の方は６０歳から６４歳までに献血経験があ

る方）※献血手帳がある方は持参

　□問 保健センター�７１５４－０３３１

　

日
�
／
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ッ

１９キ
ン
グ
②　

月
２
日
�
／
修

１０

学
旅
行
（
バ
ス
遠
足
）
③　
１２

月　

日
�
／
ス
ポ
ー
ツ
の
時

１１
間
④
平
成　

年
２
月
５
日
�

１８

／
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時

間
▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
小

学
４
〜
６
年
生
で
、
６
月　
１２

日
に
実
施
の
事
前
説
明
会
お

よ
び
全
日
程
（
①
〜
④
）
に

出
席
で
き
る
方
／　

人
（
多

３０

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
（
保
険
代
含
）
▽
申

し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に

「
わ
く
わ
く
体
験
楽
校
入
学

希
望
」、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
学
校
名
（
学
年
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月

　

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

２５７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
生
涯
学
習
課
青
少
年
係
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　

「
手
賀
沼
・
印
旛
沼
・
根

木
名
川
圏
域
流
域
懇
談
会
手

賀
沼
部
会
」
の
資
料
公
開

　

▽
期
間
＝
５
月　

日
�
〜

１６

６
月　

日
�
▽
場
所
＝
市
河

１７

川
課
、
県
河
川
計
画
課
（
千

葉
市
）、東
�
飾
地
域
整
備
セ

ン
タ
ー
柏
整
備
事
務
所
（
柏

市
）

　

□問
 

市
河
川
課
�
７
１
５
０

―
６
０
９
５
／
東
�
飾
地
域

整
備
セ
ン
タ
ー
柏
整
備
事
務

所
調
整
課
�
７
１
６
７
―
１

２
０
１

　

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の

求
人
等
説
明
会

　

▽
日
時
＝
６
月
２
日
�　
１４

時
〜　

時
▽
場
所
＝
松
戸
商

１５

工
会
館
（
松
戸
市
）
▽
対
象

＝
事
業
主
の
方
▽
内
容
＝
平

成　

年
３
月
新
規
学
校
卒
業

１８
予
定
者
に
対
す
る
求
人
の
取

り
扱
い
等
に
つ
い
て
▽
申
し

込
み
＝
電
話
で
松
戸
公
共
職

業
安
定
所
へ

　

□問
 

松
戸
公
共
職
業
安
定
所

�
０
４
７
―
３
６
７
―
８
６

０
９

南流山親子プレスクール南流山親子プレスクール 
「おたまじゃくし」（全７回）「おたまじゃくし」（全７回）
　▽日時＝６月２７日�、７月１２日�

・２５日�、８月８日�・２２日�、９月
５日�・１２日�いずれも１０時～１１時
３０分▽場所＝南流山センター▽対
象／定員＝市内在住の２・３歳児と
その親／２０組（先着順）▽内容＝ゲ
ームや工作などを行い、友だちづ
くりをとおして交流を深める▽参
加費＝無料（ただし活動内容によっ
て３００円程度の実費負担あり）▽申
し込み＝６月１日から電話または直
接窓口へ
　□問 南流山センター�７１５９－
４５１１

第２０５回サロンコンサート 
�♪今月は新人演奏会�♪

　▽日時＝５月２７日�１２時１５分～▽場所＝市役所
市民ギャラリー▽曲目＝ピアノソナタ第３番イ短
調Op.２８、オペラ「ランメルモールのルチア」よ
りあたりは沈黙にとざされ、オペラ「ファウス
ト」より宝石の歌、手事第一楽章▽出演＝玉井
敦子（ピアノ）、松本民菜（ソプラノ）、岩立利
香（ソプラノ）、南海景子（箏）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９４,１２２台４８,１１２台４６,０１０台

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　（平成１７年３月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
１３５４２４時　間①騒音　
１（０）３（０）６（０）４（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

※ダイオキシン類の測定は１カ月間連続してサンプリングし、検査に約２カ月
を要することから結果の公表が遅れます
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　（平成１７年２月・３月）

測定数値　保証数値法・条例に
よる規制値項　　　目

１以下３月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

４以下３月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下３月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下３月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００５以下３月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

0.0001以下２月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）
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▽
期
日
＝
５
月　

日
�
、

３１

６
月
１
日
�
▽
時
間
＝　

時
１３

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝

３０

１６

３０

文
化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
／　

人（
多

１５

数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
１
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
氏
名
、
住
所
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
覚
え
た
い
内
容

（
①
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
②
ワ
ー
ド
③
エ
ク
セ
ル

④
パ
ソ
コ
ン
の
入
力
方
法
か

ら
知
り
た
い
等
）、返
信
用
に

宛
名
を
明
記
し
、
５
月　

日
２１

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０

―
０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

　

―
２
流
山
市
文
化
会
館

１６

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

②
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝
６
月　

日
�
・

２０

　

日
�
・　

日
�　

時
〜　

２３

２５

１０

１２

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン
初
心

者
／　

人
（
多
数
抽
選
）
▽

１８

参
加
費
＝
１
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
代
等
）
※
一
時
保
育

（
２
歳
〜
就
学
前
児
）
あ
り

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
希

望
講
座
名
（
重
複
申
し
込
み

不
可
）、
パ
ソ
コ
ン
入
門
講 

座
の
希
望
者
で
一
時
保
育
を

希
望
す
る
方
は
子
ど
も
の
名

前
と
年
齢
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
し
、
５
月　

日
（
必 

２２

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
７
６
流
山
市
加
１
―　

―
１６

２
流
山
市
文
化
会
館
パ
ソ
コ

ン
係
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

市
内
小
・
中
学
校
で
英
語

指
導
に
当
た
っ
て
い
る
外
国

人
の
先
生
（
外
国
語
指
導
助

手
）
と
、
流
山
の
民
話
を
英

訳
し
た
り
、
史
跡
散
策
な
ど

し
な
が
ら
英
会
話
を
楽
し
み

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�　

３１

１０

時
〜　

時
※
雨
天
決
行
▽
場

１５

所
＝
午
前
…
文
化
会
館
、
午

後
…
赤
城
神
社
、
光
明
院
、

一
茶
双
樹
記
念
館
な
ど
散
策

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／　
２０

人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費

＝
無
料
（
昼
食
は
各
自
で
）

▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
参

加
者
（
２
人
ま
で
）
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
５
月　

日
（
必
着
）

２３

ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９

２
流
山
市
役
所
指
導
課
「
市

民
英
語
講
座
」
係
へ

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

　

高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
方
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
要
請
で
は
、
孤
独
感
を
解
消
す
る
た
め
の

話
し
相
手
な
ど
の
活
動
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
中
に

必
要
な
傾
聴
に
つ
い
て
の
意
義
や
心
構
え
な
ど

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

▽
期
日
＝
５
月　

日
�
、
６
月
３
日
�
（
全

２０

２
回
）
▽
時
間
＝　

時　

分
〜　

時　

分
▽
場

１３

３０

１５

３０

所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
登
録
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
た
は
関
心
の
あ
る
方
／　

人
３０

（
先
着
順
）
▽
講
師
＝
中
村
は
る
み
さ
ん
（
臨

床
心
理
士
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

　

日　

時
か
ら
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

１６

１０

ー
へ

　

□問
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
９
―

４
９
３
９

パ
ネ
ル
展
」
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

最
近
多
発
し
て
い
る
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
狙
っ

た
点
検
商
法
や
、
身
に
覚
え

が
な
い
有
料
番
組
料
金
の
請

求
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い 

て
、
そ
の
手
口
や
防
止
対
策

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

　

▽
期
間
＝
５
月　

日
� 

２１

〜　

日
�
▽
時
間
＝　

時 

２７

１０

〜
▽
場
所
＝
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
流
山
店
▽
入
場
料
＝
無

料
　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　

市
民
の
豊
か
で
安
全
な
消

費
生
活
の
た
め
、
悪
質
商 

法
・
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

に
関
す
る
相
談
に
、
専
門
の

相
談
員
が
応
じ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

▽
受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜

９
時
〜　

時
、　

時
〜　

時

１２

１３

１６

▽
場
所
＝
市
役
所
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
※
相
談
は
無
料

　

□問
 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
８
―
０
９
９
９

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
� 

３１

　

時　

分
〜　

時　

分 

１２

３０

１５

１０

▽
場
所
＝
千
葉
県
教
育
会
館

（
千
葉
市
）
▽
内
容
＝
「
消

費
者
の
権
利
の
尊
重
と
自
立

支
援
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
池
本
誠
司
さ
ん
（
弁
護 

士
）
の
講
演
。
劇
団
さ
く
ら

に
よ
る
寸
劇
「
つ
ぎ
つ
ぎ
商

法
が
や
っ
て
き
た
」
な
ど
▽

定
員
＝
約
５
０
０
人
（
多
数

抽
選
）
▽
参
加
費
＝
無
料 

▽
申
し
込
み
＝
５
月　

日
ま

１９

で
に
電
話
で
県
庁
県
民
生
活

課
へ

　

□問
 

県
庁
県
民
生
活
課
�
０

４
３
―
２
２
３
―
２
２
９
６

流
山
の
民
話
を
英
語
に
し
よ
う

流
山
の
民
話
を
英
語
に
し
よ
う 

英
会
話
講
座
に
参
加
を

英
会
話
講
座
に
参
加
を

　

博
物
館
で
は
、
近
年
の
考

古
学
の
成
果
を
学
び
、
地
域

の
歴
史
に
つ
い
て
考
え
る
と

と
も
に
、
生
涯
学
習
の
楽
し

さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、

「
ふ
る
さ
と
入
門
講
座
『
考

古
学
』
コ
ー
ス
」
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
「
女
性
研
究

者
の
眼
」
と
題
し
た
、
全
四

回
の
講
座
で
す
。

　

▽
期
日
／
内
容
等
＝
別
表

の
と
お
り
▽
時
間
＝　

時　
１３

３０

分
〜　

時　

分
▽
場
所
＝
中

１５

３０

央
図
書
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）
▽

５０

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
き
ょ
う
９
時
か
ら
電
話
で

博
物
館
へ

　

□問
 

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

　自分のペースで学べます

「
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援
講

座
」
係
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

　

①
エ
ク
セ
ル
初
級
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝
６
月
３
日
・　
１０

日
・　

日
の
金
曜　

時
〜　

１７

１０

１２

時
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
対

象
／
定
員
＝
文
字
入
力
の
で

き
る
方
／　

人（
多
数
抽
選
）

１８

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円 

　

５
月
は
消
費
者
月
間

５
月
は
消
費
者
月
間 

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
な
ど
開
催

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
な
ど
開
催

　

五
月
は
「
消
費
者
月
間
」

で
す
。
期
間
中
は
、
消
費
者

問
題
に
対
す
る
関
心
を
促
す

た
め
の
催
し
が
、
全
国
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
関
連
を
は
じ
め
と
す
る
契

約
の
ト
ラ
ブ
ル
、
食
品
の
安

全
に
関
す
る
問
題
な
ど
、
暮

ら
し
の
安
全
・
安
心
に
か
か

わ
る
問
題
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
、
期
間
中
に
「
消
費
生
活

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

花
馬
酔
木
風
は
や
さ
し
く
吹
き
ぬ
け
り 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

水
遣
り
に
応
ふ
微
笑
み
ク
ロ
ッ
カ
ス 

野　

　々

下 

大
野　

和
子

サ
ン
ダ
ル
を
は
き
し
素
跣
の
脚
線
美 

美　
　
　

原 

林
田　

ゆ
う

塔
頭
の
反
り
美
し
や
垂
れ
桃 

向　

小　

金 

関
口　

條
山

か
げ
ろ
ふ
を
ひ
ね
も
す
眺
め
ゐ
た
り
け
り 

松　

ケ　

丘 

皆
川　

春
海

【
評
】
一
句
目　

馬
酔
木
は
万
葉
の
花
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
牛
馬
が
酔
う
と
こ
ろ
か

ら
命
名
さ
れ
た
。
鈴
の
よ
う
な
花
が
沢
山
ぶ
ら
下
が
り
独
特
の
風
情
が
あ
る
。
風
の

優
し
さ
が
春
な
ら
で
は
の
も
の
。
二
句
目　

ク
ロ
ッ
カ
ス
の
笑
み
が
自
然
の
形
で
俳

句
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
姿
の
佳
い
俳
句
。
日
常
の
水
遣
り
が
結
実
し
た
笑
み

で
も
あ
る
。
三
句
目　

今
様
の
街
の
娘
た
ち
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
。
新
し
く
個
性
の
あ

る
着
こ
な
し
は
時
に
ど
き
り
と
さ
せ
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
句
素
跣
と
曲
線

美
が
句
の
焦
点
、
華
で
あ
る
。
四
句
目　

神
社
仏
閣
の
屋
根
の
反
り
は
独
特
の
曲
線

を
描
い
て
い
る
。
そ
れ
と
桃
の
枝
垂
れ
て
い
る
様
子
が
、
絵
的
に
こ
こ
ろ
の
裡
に
入

っ
て
融
合
す
る
。
五
句
目　

陽
炎
は
そ
の
動
態
が
い
ろ
い
ろ
な
顔
を
見
せ
る
。
不
思

議
な
自
然
の
遊
び
で
あ
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

甲
子
園
の
孫
へ
飽
く
な
き
声
援
の
テ
レ
ビ
観
戦
声
の
し
わ
が
る

松　

ケ　

丘　

皆
川　

春
秋

草
団
子
の 
蓬 
摘
む
野
に
陽
は
満
ち
て

よ
も
ぎ

 
辛
夷 
の
開
花
期
こ
こ
ろ
ふ
く
ら
む

こ

ぶ

し

若　

葉　

台　

舟
橋　

房
子

老
木
の
桜
に
若
芽
が
吹
き
だ
し
て
柔
ら
な
陽
差
し
に
ほ
こ
ろ
び
は
じ
む

美　
　
　

原　

森
口　
　

杏

【
評
】
皆
川
氏　

春
の
選
抜
高
校
野
球
、
何
十
年
振
り
と
い
う
甲
子
園
出
場
の
、
孫
へ
の

一
途
な
期
待
感
、「
テ
レ
ビ
」
に
釘
付
け
で
の
「
し
わ
が
れ
声
」
と
家
族
愛
が
描
写
さ
れ

た
、
ひ
た
む
き
な
健
闘
を
熟
視
す
る
温
か
さ
と
、
祈
り
が
深
い
。
舟
橋
氏　

香
り
た
か
い

蓬
の
若
葉
で
、
手
作
り
の
草
餅
や
草
団
子
は
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
で
あ
る
、
こ
ぶ
し
の
百
花

を
待
ち
の
ぞ
む
春
彼
岸
と
、 
相  
俟 
っ
て
上
の
句
下
の
句
は
つ
か
ず
離
れ
ず
の
、
明
る
い
季

あ
い 
ま

節
の
息
吹
き
の
喜
び
と
い
え
よ
う
。
森
口
氏　

桜
の
老
木
に
噴
出
し
た
花
芽
の
生
命
力
は

偉
大
で
あ
る
、
春
の
光
を
浴
び
な
が
ら
、
芽
ぐ
み
、 
莟 
を
開
き
は
じ
め
て
ゆ
く
。
見
た
ま

つ
ぼ
み

ま
の
視
点
で
作
者
が
不
在
で
あ
る
た
め
、
物
（
桜
）
と
心
（
感
動
）
を
合
わ
せ
詠
む
よ
う

に
。 短歌

小
林
稔　

選　

（
流
山
市
前
平
井　

―
７
）

８８

　

ス
ト
レ
ス

後
平
井　
　
　

青
木
千
代　
　

ス
ト
レ
ス

そ
れ
は

巨
大
な
足

心
の
中
を
ド
ス
ド
ス
と

い
つ
の
日
か

お
ま
え
の
そ
の
足
が

萎
え
た
時

心
の
中
か
ら
キ
リ
キ
リ
と

つ
ま
み
出
す

一
日
も
早
く

そ
の
足
を

輝
く
陽
に
さ
ら
け
出
し

溶
け
る
姿
を

眺
め
て
み
た
い

詩

【評】大胆な省略法と、ギリシャ神話の女神をも連想さ
せる擬人化で、ストレスに勝利する作者の強い心が表さ
れている。ストレスは我々の敵であり、生き方に変更を
迫られるときさえある。運命を嘆いても仕方がない。不
運に立ち向かうときこそ強くなるために与えられた機会
であると思うべきかも知れない。私たちの生において確
実なものは、過去になく未来になく、この瞬間にしかな
いのだから。

「広報ながれやま」は再生紙を使用しています�

　

公
民
館
で
は
、
流
山
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
共
催
で
、
個
人
指
導
形
式
の
「
パ

ソ
コ
ン
初
心
者
支
援
講
座
」
を
開
催
し
ま 

す
。
文
字
入
力
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
で

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、

知
り
た
い
こ
と
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
べ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を
始
め
た
い
方 

は
、
こ
の
機
会
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
た
、
好
評
の
「
エ
ク
セ
ル
初
級
・
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座
」
も
開
催
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ま
せ
ん
か

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
ま
せ
ん
か　　　 

初
心
者
を
対
象
に
個
人
指
導
形
式
で

初
心
者
を
対
象
に
個
人
指
導
形
式
で

ふ
る
さ
と
入
門
講
座

　

ふ
る
さ
と
入
門
講
座 

考
古
学
コ
ー
ス

考
古
学
コ
ー
ス　 

４
人
の
女
性
研
究
者
が
講
演

４
人
の
女
性
研
究
者
が
講
演

ボランティア養成講座 
テーマは『上手な聞き方・話し方』

講　　師内　　容期　　日
豊島区遺跡調査会
両角まり さん

発掘調査の成果から、
江戸の土器を学ぶ

６月５日�

昭和女子大学
阿部百里子さん

ベトナム考古学の成果か
ら、日越の交流を探る

６月２６日�

新宿歴史博物館
水本和美さん

発掘調査の成果から、
江戸のデザインを知る

７月３日�

東京大学埋蔵文化財調査室
安芸毬子 さん

発掘調査の成果から、
江戸の遊びを学ぶ

７月１７日�

公民館講座
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パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
支
援 

講
座
（
全
２
回
）

講
座
（
全
２
回
）

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展

消
費
生
活
パ
ネ
ル
展
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エ
ク
セ
ル
初
級
・
パ
ソ

エ
ク
セ
ル
初
級
・
パ
ソ

コ
ン
入
門
講
座

コ
ン
入
門
講
座

消消
費
生
活
相
談

費
生
活
相
談

消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム

消
費
者
フ
ォ
ー
ラ
ム　
inin

千
葉
（
千
葉
県
主
催
）

千
葉
（
千
葉
県
主
催
）
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